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〔概要〕 

2008 年 7 月、ベトナムで開催された IIFET2008（国際漁業経済貿易学

会 2008 年度大会）での報告内容のプロシーディング。報告は E.Belleza

と共同報告を行ったが執筆は単独。M.ポーターのバリュー・チェーン理論

を援用して、フィリピン･マグロ産業の付加価値の源泉を分析する。缶詰

会社 6 社のうち 5 社がミンダナオ島・ゼネラルサントスに集中すること、

漁獲から輸出まで一貫生産する企業があることなどが特徴として挙げら

れる。 

 


